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　 令和₆ 年₄ 月₁ 日よ り 衛生研究所長を 拝命し まし た

松本光弘と 申し ます。 私は大学卒業後14年間臨床医と

し て、 その後健康福祉局、 保健セン タ ーにおいて公衆

衛生医師と し て働いてき まし た。 今までは感染症発生

動向調査や行政処分の根拠と なる検査などでお世話に

なっ ていた衛生研究所で、 今後は「 市民の健康を 守る

ための科学的・ 技術的拠点と し て 、 感染症対策・ 食

品・ 生活環境な ど の分野で 検査業務や調査研究を 行

う 」 側の長と なり 、 その重責に身の引き 締まる 思いで

す。

　 当研究所は、 大正13（ 1924） 年₅ 月市立城東病院内

に「 名古屋市立衛生試験所」 と し て 開設さ れて から

100年、 昭和19（ 1944） 年₇ 月に「 名古屋市衛生研究

所」 と 改称さ れてから 80年の歴史を も つ研究所です。

現在₂ 課（ 管理課、 業務課） ₄ 部（ 疫学情報部、 微

生物部、 食品部、 生活環境部） から 構成さ れ、 試験

検査、 調査研究、 研修指導、 情報発信と いっ た業務に

日々あたっ ています。

　 さ て、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症（ 以下、 「 新型コ

ロ ナ」 ） については、 当研究所も 令和₂ 年₂ 月、 名古

屋市で初めて患者が確認さ れて以来、 新型コ ロ ナが₅

類移行と なる までの₃ 年間以上にわたり 、 こ の未曽有

の事態に対応し てき まし た。

　 国はこ の新型コ ロナ対応を 受け、 令和₄ 年に「 感染

症の予防及び感染症の患者に対する 医療に関する法律

等の一部を 改正する法律」 を 成立さ せ、 さ ら に令和₅

年に地域保健法に定める 「 地域保健対策の推進に関す

る 基本的な指針」 を 改正し まし た。 そこ では衛生研究

所の担う 役割は今後の感染症危機に備えた健康危機対

処への取り 組みが主軸と なっ ており 、 令和₆ 年₃ 月に

策定さ れた「 名古屋市感染症予防計画」 の実行性を 担

保する ため、 今年度中に策定する 「 健康危機対処計

画」 の中でも 、 当研究所には「 有事を 想定し た所内体

制づく り 」 「 関係部署、 関

係機関と の連携」 「 人材の

確保と 育成」 「 検査実施体

制の確保」 「 情報の収集と

発信」 など が求めら れてい

ます。

　 検査、 物資調達、 移送、

情報提供と いっ た各課・ 各

部個別の役割分担も さ る こ

と ながら 、 新興・ 再興感染症に迅速に対応するために

は、 所内一丸と なっ た実施体制は不可欠であり 、 平時

から 各課・ 各部間の垣根が低い、 「 協力的な職場」 づ

く り を 目指し たいと 考えています。

　 当研究所では、 玄関ホールに「 基本理念及び方針」

を 掲げています。 最後に、 それを ご紹介し て筆を 置き

たいと 思います。

　 ①  高水準の設備・ 技術と 徹底し た 精度管理のも

と 、 迅速かつ的確に検査を 行い、 市民の皆様の命

と 健康を 守り ます。

　 ②  感染症対策、 食品衛生、 環境衛生に つ い て の

様々な調査研究に取り 組み、 市民の皆様の健康に

関する施策に反映し ます。

　 ③  健康に関するさ まざまな情報を 収集・ 解析し 、 市

民の皆様に提供し ます。

　 今回経験し た新型コ ロ ナのよう に、 今までにない新

たな感染症が将来発生し ないと は言えません。 市民の

命と 健康を 守るための科学的・ 技術的拠点と し ての役

割を 果たすと と も に、 市民に身近な研究所を 目指し て

努力し ていき ますので、 今後と も 皆様方のご支援、 ご

協力を お願い申し 上げます。

―　 所長に就任し て　 ―
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―　 大野生活環境部長の共著論文が日本食品衛生学会論文賞を受賞　 ―

　 令和₅ 年10月12日（ 木） ～13日（ 金） に東京都で開催さ れた第119回日本食品衛生学会学術講演会において、 本

学会が発行する 論文誌「 食品衛生学雑誌」 に令和₄ 年度掲載さ れた論文の中で特に優秀と 認めら れた₃ 報につい

て表彰式が行われまし た。 こ のう ち 、 大野生活環境部長が共著者と し て参画し た「 合成樹脂製の器具・ 容器包装

における 溶出試験の精度の検証」 が論文賞を 受賞し まし た。 本論文は、 不確定要素が多く 、 こ れまで実施が困難

と 考えら れてき た合成樹脂製の器具・ 容器包装における 溶出試験全体の精度の把握を 試みたも のであり 、 得ら れ

た膨大なデータ から 精度の差異の原因を 明ら かにし 、 将来の溶出試験の改良に非常に価値のある 情報を 提供し て

いる点が高く 評価さ れまし た。  （ 食品部　 谷口　 賢）

―　 令和₅ 年度地方衛生研究所全国協議会東海・ 北陸支部衛生化学部会の開催　 ―

　 令和₆ 年₂ 月₈ 日（ 木） ～₉ 日（ 金）、 令和₅ 年度東海・ 北陸支部衛生化学部会が石川県保健環境センタ ーの主

催によ り 金沢市において開催さ れまし た。 本部会は、 新型コ ロ ナウイ ルス感染症の流行によ っ て令和₂ 年度から

₄ 年度まで書面またはW eb形式の開催を 余儀なく さ れてき まし たが、 今回は₄ 年ぶり の集合形式の開催と なり ま

し た。 し かし ながら 、 ₁ 月₁ 日（ 月） に発生し た能登半島地震の被災者のご心痛等を 鑑み、 ₈ 日夜に予定さ れて

いた情報交換会は中止と なり まし た。

　 ₈ 日の研究発表では、 食品衛生分野の₇ 題の発表があり まし た。 本市から は生活環境部長大野が「 各種ミ ネラ

ルウォ ータ ー類における シアン 試験法の測定条件の検討と 妥当性確認」 について発表し まし た。 ₉ 日のフ リ ート

ーキン グでは、 「 検査担当者の化学物質から の防護について」 、 「 安全性審査済みの遺伝子組換え食品の検査に

ついて」 、 「 食品添加物分析法の妥当性確認について」 の₃ 題が取り 上げら れまし た。 いずれも 衛生化学分野の

日常業務に直結し たテーマであり 、 各機関の現状が報告さ れる と と も に活発な議論が行われまし た。 また特別講

演では、 「 偽装医薬品の脅威と 課題」 と 題し て金沢大学吉田直子准教授の講演があり 、 偽装医薬品の不適正流通

や不適正使用等の現状と 対策について詳細な説明を 聴講し まし た。 最後に、 次期開催地の三重県保健環境研究所

から 、 令和₆ 年度は近鉄四日市駅周辺で集合形式の開催を 予定し ている旨の報告があり まし た。

（ 生活環境部　 大野　 浩之）

―　 令和₅ 年度名古屋市感染症発生動向調査懇談会の開催　 ―

　 令和₅ 年度名古屋市感染症発生動向調査懇談会を 令和₆ 年₂ 月19日（ 月） 、 当研究所大研修室において₄ 年ぶり

に対面で開催いたし まし た。

　 こ の懇談会は、 本市内全域の感染症情報の収集、 分析の効果的かつ効率的な運用に関する 有識者の意見を 聴取

し 、 本市の感染症の予防対策に資する ため設置さ れており 、 医療機関の代表者、 感染症予防対策に関し 学識経験

を 有する者、 関係行政機関の職員で構成さ れています。

　 懇談会では令和₅ 年における ₁ ～₅ 類全数把握感染症・ 定点把握感染症の発生動向、 病原体検出状況等を 各担

当部長から 説明いたし まし た。 委員の先生方から は医療現場での経験に基づく 貴重な意見を 多数いただき 、 活発

な議論がなさ れまし た。  （ 疫学情報部　 内田　 利光）

―　 令和₅ 年度地方衛生研究所全国協議会東海・ 北陸支部微生物部会の開催　 ―

　 地方衛生研究所全国協議会東海・ 北陸支部微生物部会は、 コ ロ ナ禍後初めての対面開催と なり まし た。 過去の

慣例に倣い₃ 月第一木・ 金曜日である 令和₆ 年₃ 月₇ 日（ 木） ～₈ 日（ 金） にかけルブ ラ 王山にて名古屋市衛生

研究所主催で開催し まし た。 部会には、 愛知、 岐阜、 三重、 石川、 富山、 福井各県、 中核市の岐阜、 金沢両市、

開催地である名古屋市、 各自治体の衛生研究所から 、 48名の参加があり 、 活発な議論がなさ れまし た。

　 初日には、 微生物全体に係る 演題を 合同部会と し て開催し 、 ₃ 演題およ び、 特別講演と し て「 国を 挙げて広域

食中毒対策を 策定する モデル」 と なっ た富山県発の広域事例において具体的な検査対応を 紹介し ても ら い、 各自

治体において他自治体にまたがる 食中毒を はじ め広域大規模感染症事例への対応の仕方を 参加者一同共有し まし

た。

　 その後、 細菌、 ウイ ルス各々分科会に分かれ細菌が10演題、 ウイ ルス₉ 演題発表、 討論が行われまし た。 初日
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終了後、 対面開催なら ではの情報交換会を 開催し 、 緊密な情報交換を 行う こ と ができ まし た。 ₂ 日目も 細菌₈ 演

題、 ウイ ルス10演題と 多数の発表があり 、 熱心な議論が行われまし た。

　 今回の開催によ り 、 各自治体の衛生研究所が連携し て、 調査・ 検査に当たら なければなら ない大規模感染症に

対し て、 情報交換会、 対面開催と いう お互いの顔が見える 関係を 築く こ と ができ 連携し ての調査・ 検査に大変有

意義な会と なり まし た。  （ 微生物部　 柴田　 伸一郎）

―　 第10回 衛生研究所所内研究発表会の開催　 ―

　 令和₆ 年₃ 月14日（ 木） に所内研究発表会を 当研究所大研修室で開

催いたし まし た。 参加者の聴講について、 所内外の職員の方に会場で

ご参加いただいた他、 「 庁内（ 市役所内専用） W eb会議システム」 を

活用し たハイ ブリ ッ ド 型と いたし まし た。

　 発表会では、 各部で取り 組まれている 業務内容の紹介や研究成果の

説明など 計₄ 演題の発表があり 、 それぞれについて活発な質疑応答が

行われまし た。 演題名と 発表者名は以下のと おり です。 当研究所の業

務について、 所内職員間で広く 共有する と と も に、 所外の職員の方に

も 理解を 深めていただく よい機会と なり まし た。

（ 疫学情報部　 内田　 利光）

―　 新　 人　 紹　 介　 ₁ 　 ―

　 こ の₄ 月から 微生物部に配属さ れた松永優里奈と 申し ます。 金城学院大学の薬学

部出身です。 大学の授業で触れる こ と の少なかっ た機器・ 検査が多く 分から ないこ

と だら けではあり ますが、 今後勉強を 重ね少し でも 早く 一人前の研究員になれる よ

う 尽力し たいと 思います。

　 趣味は某バスケ漫画の映画を き っ かけに始めたバスケ（ Bリ ーグ） 観戦です。 選

手のプ レ ーはも ち ろ ん観客の歓声を 含めた会場の雰囲気を 楽し むべく 、 アリ ーナに

足を 運んでいます。 会場で選手考案のご飯を 食べたり マスコ ッ ト を 愛でたり する の

も 楽し みの1 つです。 また、 野球観戦も 好き で年に数回程度ド ームに足を 運んでは

緩く 応援し つつ飛んでく る フ ァ ウルボールに怯えています。 今までど ち ら も 家から

近い会場での観戦し かし てこ なかっ たので、 今年は他県に足を 運んで観戦し てみた

り 、 よ り 選手に近い席で観戦し てみたり し たいなと 思っ ています。 人見知り なこ と

も あり 、 バスケ観戦も 野球観戦も ₁ 人で行く こ と がほと んどなのですが、 同じ よ う な趣味の方がいたら 声を かけ

てく ださ ると 嬉し いです。 その他にも 映画館での映画鑑賞や漫画、 アニメ も 好き です。

　 至ら ない点も 多々あり ますが、 今後と も よろ し く お願いいたし ます。

（ 微生物部　 松永　 優里奈）

―　 新　 人　 紹　 介　 ₂ 　 ―

　 こ の₄ 月から 微生物部に配属さ れた丹羽志萌と 申し ます。 私は昨年度まで大学に通う ため北海道に住んでいま

し たが、 こ のたび地元に戻っ て参り まし た。 久し ぶり に名古屋の街に出てみる と 、 知っ ていた建物がなく なっ て

いて少し 寂し い気持ち になる と と も に、 ピ カ ピ カ の新し い街並みを 見て新鮮な気持ち になり まし た。 自分の生ま

れた名古屋市で、 市民の方々の健康に携わる仕事ができ る こ と を 嬉し く 思います。

演　 題　 名 発表者名

名古屋市におけるヘルパンギーナの発生動向について 疫学情報部　 濱崎　 哲郎

結核菌分子疫学検査事業について 微生物部　 　 三木　 卓也

食品中の添加物分析法開発事業と 食品部の取り 組みについて 食品部　 　 　 勝原　 美紀

衛生動物ウェ ブサイ ト と アク セス解析 生活環境部　 横井　 寛昭
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「 衛研だより 」 は、 古紙パルプを含む再生紙を使用し ています。

　 大学で は病原体を 運ぶ存在で ある 、 マ ダニの生態に関する 研究を し て おり ま し

た。 今後は、 細菌やウイ ルス 等の病原体自体を 扱っ て いく と いう こ と で 、 自分に

と っ て新し い視点で検査や研究ができ る のを 大変興味深く 思っ ており ます。 また、

検査業務については、 検査精度の考え方や結果の解釈の仕方など 、 今まであまり 意

識し てこ なかっ たこ と も 多く 、 勉強の日々です。 また、 結果を 出すまでの時間も 限

ら れている ため、 緊張感のある 業務だと 実感し ています。 特に詳細な検査手法や関

連法規等、 まだ勉強不足のこ と も 多く ある と 感じ ている ため、 早く 一人前の研究員

と なれますよ う 、 精一杯努力し ていき たいと 思います。 ど う ぞよ ろ し く お願いいた

し ます。  （ 微生物部　 丹羽　 志萌）

―　 新　 人　 紹　 介　 ₃ 　 ―

　 こ の₄ 月から 微生物部に配属さ れた岩竹優希と 申し ます。 昨年度まで他県の大学

で学生を し ており まし たが、 生まれ育っ た名古屋で働き たく 、 地元に戻っ てまいり

まし た。

　 趣味は昆虫採集と 登山です。 初心者ながら も 、 蝶やク ワガタ を 中心に様々な種類

の昆虫の採集を 楽し ませても ら っ ています。 日本では見ら れない虫を 求めて海外に

飛ぶこ と も あり ます。 （ 写真はマレ ーシアで巨大な蛾を 採集し た時の写真です。）

最近は洞窟に生息する ゴミ ムシの採集を 始めまし た。 登山は一昨年から 始めた趣味

です。 山で連泊でき る よ う に高めのテン ト を 買っ たので、 今年は西穂高岳～奥穂高

岳～槍ヶ 岳の縦走に挑戦し たいと 考えています。 おすすめの山がござ いまし たら 教

えていただけると 幸いです。

　 私の配属さ れた微生物部では、 感染症の原因究明・ 対策に貢献する べく 、 試験検

査や調査研究を 行っ ています。 市民の皆様の健康を 支える 業務に携われる こ と に大変やり がいを 感じ ています。

研究活動の経験が浅いため至ら ない点も 多いで すが、 少し でも 早く 一人前の研究員にな れる よ う 精進いたし ま

す。 こ れから 長く お世話になると 思いますが、 今後と も よ ろ し く お願いし ます。  （ 微生物部　 岩竹　 優希）

―　 新　 人　 紹　 介　 ₄ 　 ―

　 こ の₄ 月から 食品部に配属さ れた平子詩織と 申し ます。 昨年まで医薬品会社に約

₃ 年間勤務し ており まし た。 前職では製薬工場で品質管理を 行っ ていまし た。 至ら

ない点も あり ますが、 前職での経験を 活かし つつ少し でも 早く 一人前の研究員にな

れる よ う 精進し たいと 思っ ています。 趣味はグルメ 巡り です。 特にオムラ イ スが好

き で、 様々なオムラ イ ス屋を 巡っ ています。 また、 旅行先でその土地なら ではのグ

ルメ を 堪能する こ と も 趣味の一つです。 ニュ ージーラ ン ド へ行っ た際にはフ ィ ッ シ

ュ アン ド チッ プスの美味し さ に魅了さ れ、 カ フ ェ やフ ィ ッ シュ アン ド チッ プ ス専門

店を 巡り まし た。 最近では、 今年の₂ 月に香川県へ行き 、 ₃ 日間で₈ 店の讃岐う ど

ん屋を 巡り まし た。 各店それぞれのう ど んに特徴があり と ても 楽し かっ たので、 ま

た香川県へ讃岐う どん屋巡り に行き たいと 思っ ています。 衛生研究所周辺の飲食店は

あまり 詳し く ないので、 おすすめの飲食店があり まし たら 教えて頂けると 幸いです。

　 全ての人に「 食」 を 安心し て楽し んでも ら える よ う に、 名古屋市の食の安全を 支える 業務に携われる こ と にや

り がいを 感じ ています。 早く お役に立てるよう 精一杯頑張り ますので、 今後と も よろ し く お願いいたし ます。

（ 食品部　 平子　 詩織）
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